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教育系学部 と理 学系学部 の化 学シ ラバ ス の 相 関定量

一
中高理科教員 に求め られ る科学 リテ ラ シ ー を追究 しなが ら
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1　 目的

　 田中 ・鈴木 は 、理 科の 教師に望まれ る科学 リ

テ ラ シ
ー

を追 究 し、そ の端緒 と して、化学分野

にお ける調査 を始 めた
1 ）。教育系学部にお け る

化学関連 の 講義シ ラ バ ス を対象 と し、中高 理科

教員養成 を意識 した化学 リテ ラ シ
ー

を知 ろ う

とい うも の で あ る。
2 　 方法

　大 学教養 レ ベ ル 、高校化 学 で 用 い られ る教

材 ・資料 か ら、主 な化学上 の 用 語 ・トピ ッ ク ス

を抽出 し 、 こ れ らを 「要素」 と称 す る。213個
の 要素 の それ ぞれ に対 し、全 国 の 教育系 学部 を

網羅 して
2 ）116 の化学シ ラバ ス にお け る出現頻

度を調 べ た。対 照 と して 、関東圏に位置 す る 大

学か ら化学科 ・化学 コ
ー

ス を持 っ 理 学部を探
し、359 の 化 学 シ ラ バ ス に つ い て 同様 の 調査 を

行 っ た。

　教育系学部 の シ ラ バ ス に 多 く現 れ る順 に 、 10
個の 要素 とそ れ らの 教育系学部、理学系 にお け

る出現頻度を表 1 に示 した 。

表 1　代 表 的 な 要素 の 出現頻度

　表 2 　 各要素 の 相関 に 対す る 寄与

（a ）大 き い もの 　 　 　 （b）小 さ い も の

要 素 寄 与 ／％ 要素

要 素　　　教育学部系 ／％　　理 学 部 系泓

環境

酸 ・塩 基

酸化 ・還元

金属

気体

化学 結 合

固体

分子 軌 道

電子 配 置

熱 力学

56．950

．842
．241

．338

．737

．028

．427

，526

．724

．1

19，817
．515

．315

．316

，316

．75

．510

．37

．221

．4

　続 い て 、こ れ ら 2 つ の 出現頻度 の 分布の 相関

係数 を求めた とこ ろ 0．823 で あ っ た。こ の 値に

対 して 、それ ぞれ の 要 素が どれ だ け寄与す る か

を求 め、寄与 が大 きい も の ・小 さ い もの （負 の

相関を示 す も の ）を表 2 に挙 げた 。

寄与 ／％

環 境 　 　 　 　 14．9

酸 ・塩基　　　　11．4

酸化
・
還 元 　　 7，7

金属 　　 　　　 7．5

化 学結 合 　　　 7．4

熱力 学　　　　5．8

気休　 　　 　 　4．4

化 学 平 衡 　 　 　 3．2

分 子 軌 道 　 　 　 2，7

電 子 酉己置　　　　　　1，5

熱　 　　 　　 　 　　一〇，57

燃焼　　 　 　　 　 　一〇．46
生 体分 子

・
生化 学 　 一D．24

付加反 応 　　　　　 一
〇．22

化学ポテ ン シ ャ ル 　 ー0．08
シ ュ レデ ィ ン ガ

ー　　−0．07

熱 力学第一法則 　 　一
〇．07

構 造異性 体　　　　一
〇，06

共役　 　 　　 　 　　一〇，05

物理 量 　 　　　　 　一D．05

3 　 結 論

　表 1 中 の 要素 と表 2 （a ）に現 れ る要素は 、順位
の 入 れ 替 わ りはあ っ て も同

一
の メ ン バ ー

で 占

め られ て お り 、 教育系、理 学系 の 別 無 く、大 学

にお け る化学教育の 中核 をなす も の とみ なす
こ とが で きる。また 、理論化学的側面が 強 い 要

素が 並ぶ 中で 「環境 」 は異色で あ り、表 1 ・表
2 の い ずれ にお い て も ト ッ プ の 位置 にあ る 。

　表 2 （b）には 、理 学系学部 の 化 学 シ ラ バ ス で

は扱 わ れ るが
、 教育系学部に は ほ とん ど現れ な

い 要 素が 並 ん で い る 。 これ らは教育系 の リテ ラ

シ ーの 枠 を越 え る もの と し て 認 め られ る で あ

ろ う。例外 は 「熱 」 「燃焼」 で あ り、さらに こ

の 2 つ の 要 素は 表 2 （b）で トッ プ に位 置す る 。

理 科教員 を育成す る過 程 で こ の 2 っ が大 きな

意義 を持 つ と見 な され て い る こ とを示 唆す る。
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